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○学習プログラム開発のポイントをもとにして事例を分析・評価する。





�





40分





５人ずつ６グループに分かれてプログラムを作成する。


【進め方】


１　事業のテーマを決定する。


２　「個人の要望」と「社会の要請」をもと　


　に地域課題と学習課題を把握する。


３　プログラムの目的（学習課題解決の方向


性）を明らかにする。


４　学習目標を設定し，文章化する。





　





【講話：広島市西地域交流センター　　高亀英作】


【講話：安芸高田市市民文化センター　國岡浩祐】





�





120分





学習プログラムづくりの実際Ⅱ


�





�





○リデザイン


発表・相互評価で出された意見をもとに学習プログラムのリデザインを行う。





「生涯学習・社会教育関係職員への期待」


社会教育の現場から　～やりがいと楽しさ～








「生涯学習振興における社会教育推進のあり方を考える」











【進め方】


１　対象・定員を設定する。


２　準備物，留意点を確認する。


３　プログラムの展開を考える。


４　プログラム名を決定する。





　





　





○作成した学習プログラムの発表


研修参加者の相互評価，講師の指導を通じて学習プログラムづくりや評価の視点を学ぶ。





【講師：広島修道大学教授　山川肖美】





学習プログラムづくりの実際Ⅲ


�





　





【進め方】


１　各机にプログラムの説明者が残り，他


のメンバーは，別のグループの机に移動


して分かれる。


２　説明者が自分たちのプログラムを他の


グループのメンバーに説明する。


３　説明者は，他のグループから集まった


ゲストと質疑応答を行いながら改善点に


ついてアドバイスをもらう。


４　説明者，ゲストは次の机に移動し，１


　から３を繰り返す。


５　全員が一度は説明者になる。また，他


の全てのグループの説明を聞く。


６　講師，支援者からの評価，助言を聞く。





【講師：広島修道大学教授　山川肖美】





○作成した学習プログラムの発表・相互評価


研修参加者の相互評価，支援者・講師の


指導を通じてリデザインや評価の視点を学ぶ。





○学習プログラムとは


○学習プログラムの作成手順について





学習プログラムづくりに向けた事例分析





�





�





学習プログラムづくりの実際Ⅰ


�





教育基本法，社会教育３法改正，中央教育審議会答申等解説





昨年度受講した職員


から経験の中で学んだ


こと，仕事のやりがい


や楽しさについて聞き，


意見交換を行う。





【講師：県立生涯学習センター　小早川かおり】





�





研修受講者　30名





○学習プログラムづくりの演習


前回に引き続き，６グループに分かれての学


習プログラム作成。　





・生涯学習とは


・日本の生涯学習政策と社会教育


・生涯学習振興行政の使命とは


・社会教育行政と社会教育施設の役割


・共有したい課題





【進め方】


１　グループの代表者がリデザインしたと


ころと作成した各回の実践計画を全体の


場で発表する。


２　プログラムの発表を聞いて良いと思う


ところを各グループで出し合う。


３　各グループでは出された意見を「花束


用紙」にまとめ，発表したグループに渡


す。


４　１から３を繰り返し，全グループの発


表と評価を行う。


５　講師，支援者からの評価，助言を聞く。





７　講師から全体への助言を聞く。





【進め方】


１　個別事業計画の仕上げ


２　各回の実施計画の作成（いずれか1回）


３　発表準備











�





　





【進め方】


１　講話「やりがいや楽しさについて」を聞


く。


２　自分の現状と今後のスキルアップについ


て意見交換をする。


３　講話「生涯学習・社会教育関係職員に期


待すること」を聞く。


４　意見を交流する。





○学習プログラムづくりの演習


前回に引き続き，６グループに分かれての学習プログラム作成。





生涯学習・社会教育関係法令・答申








学習プログラムの発表と評価


�





学習プログラム開発の理論と手法 





120分





80分





90分





90分





85分
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300分





150分





120分
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【講師：広島経済大学准教授　志々田まなみ】


】





【講師：広島経済大学准教授　志々田まなみ】





【講話：福山市東部生涯学習センター　豊田雅子】


【講話：庄原市教育委員会生涯学習課　荒木　誠】





【講師：県立生涯学習センター　小早川かおり】





100分





【進め方】


１　個別事業計画の仕上げ


２　各回の実施計画の作成（いずれか1回）


３　発表準備





　











【進め方】


１　各机にプログラムの説明者が残り，他


のメンバーは，別のグループの机に移動


して分かれる。


２　説明者が自分たちのプログラムを他の


グループのメンバーに説明する。


３　説明者は，他のグループから集まった


ゲストと質疑応答を行いながら改善点に


ついてアドバイスをもらう。


４　説明者，ゲストは次の机に移動し，１


　から３を繰り返す。


５　全員が一度は説明者になる。また，他


の全てのグループの説明を聞く。


６　講師，支援者からの評価，助言を聞く。





　





３グループに分かれてプログラムを作成する。


【進め方】


１　事業のテーマを決定する。


２　「個人の要望」と「社会の要請」をもと　


　に地域課題と学習課題を把握する。


３　プログラムの目的（学習課題解決の方向


性）を明らかにする。


４　学習目標を設定し，文章化する。
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85分





120分





170分





300分





160分





80分





60分





40分





90分





【進め方】


１　グループの代表者がリデザインしたと


ころと作成した各回の実践計画を全体の


場で発表する。


２　プログラムの発表を聞いて良いと思う


ところを各グループで出し合う。


３　各グループでは出された意見を「花束


用紙」にまとめ，発表したグループに渡


す。


４　１から３を繰り返し，全グループの発


表と評価を行う。


５　講師，支援者からの評価，助言を聞く。





７　講師から全体への助言を聞く。





　





【進め方】


１　対象・定員を設定する。


２　準備物，留意点を確認する。


３　プログラムの展開を考える。


４　プログラム名を決定する。





　





【進め方】


１　講話「やりがいや楽しさについて」を聞


く。


２　自分の現状と今後のスキルアップについ


て意見交換をする。


３　講話「生涯学習・社会教育関係職員に期


待すること」を聞く。


４　意見を交流する。





　





【講師：広島経済大学准教授　志々田まなみ】


】





�





�





○リデザイン


発表・相互評価で出された意見をもとに学習プログラムのリデザインを行う。





○作成した学習プログラムの発表・相互評価


研修参加者の相互評価，支援者・講師の


指導を通じてリデザインや評価の視点を学ぶ。





○学習プログラム開発のポイントをもとにして事例を分析・評価する。





・生涯学習と社会教育の関係


・今，社会教育に期待されること


・社会教育のこれからの課題，懸念


・社会教育関係職員の役割


・生涯学習社会の構築に向けて





平成23年９月14日作成





学習プログラムづくりに向けた事例分析





○作成した学習プログラムの発表


研修参加者の相互評価，講師の指導を通じて学習プログラムづくりや評価の視点を学ぶ。





○学習プログラムづくりの演習


前回に引き続き，３グループに分かれての学


習プログラム作成。　





学習プログラムの発表と評価


�





学習プログラムづくりの実際Ⅲ


�





研修受講者　10名











○学習プログラムづくりの演習


前回に引き続き，３グループに分かれての学習プログラム作成。





○学習プログラムとは


○学習プログラムの作成手順について





学習プログラムづくりの実際Ⅱ


�





学習プログラム開発の理論と手法 





学習プログラムづくりの実際Ⅰ








教育基本法，社会教育３法改正，中央教育審議会答申等解説





昨年度受講した職員


から経験の中で学んだ


こと，仕事のやりがい


や楽しさについて聞き，


意見交換を行う。





生涯学習・社会教育関係法令・答申





「生涯学習振興と社会教育行政のあり方及び関係職員に求められること














「生涯学習・社会教育関係職員への期待」


社会教育の現場から　～やりがいと楽しさ～




















